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１ 審 議 会 名 平成29年度 第1回文化財保護審議会・第1回文化財調査委員会 

２ 日   時 平成30年3月27日(火) 午前10時00分から正午まで 

３ 会   場 安曇野市役所 共用会議室306 

４ 出 席 者 石田益雄、倉石あつ子、大澤慶哲、梅干野成央、百瀬新治（文化財保護審議会） 

西牧尚人、伊藤信一、降旗政人、小穴金三郎、山口裕、久津間茂 池上勝三、 

寶喜吉（文化財調査委員会） 

５ 市側出席者 教育部長 山田宰久、文化課長 那須野雅好、課長補佐兼文化財保護係長 山下泰永、 

文化財保護係 土屋和章、横山幸子 

６ 公開・非公開の別 一部非公開 

７ 傍聴人 0人   記者 1人 

８ 会議概要作成年月日   平成30年3月30日  

 

１ 開会（文化課長） 

 

２ あいさつ（教育部長） 

 

３ 報告（公開） 

会長 議事の前に資料の確認をお願いします。 

事務局 資料の確認をお願いします。 

会長 これより手もとの議題に沿って進めます。後半の4の報告ですが、安曇野市情報公開条例

第7条第2・5・6項に基づき非公開とします。 

 

（1）指定・登録文化財の保存修理・現状変更等について 

事務局 内容説明。 

 質問等なし。 

 

（2）重文 曾根原家住宅保存修理事業について 

事務局 内容説明。 

 質問等なし。 

 

（3）「安曇平のお船祭り」調査について 

事務局 内容説明。 

審議委員 資料13ページの「いわゆる穂高型のお船祭り」を「安曇平のお船祭り」として、とある

のは公式文書ですか。 

事務局 はじめの11ページのものが公式文書で、「なかでも穂高型ともいわれ」としています。 

審議委員 11ページは「穂高型とも」、「とも」というぼかしがしてあるのでよいのですが、13ペー

ジでは「いわゆる穂高型」を安曇平のお船と規定している感じがあるので、直していた

だきたいと思います。「いわゆる穂高型」のお船祭りを削除して、「安曇平のお船祭り」

の詳細調査を実施するというように、より実態にあわせた文章にしていただいたほうが

よいと思います。 

事務局 はい。 

会長 他に何かありますでしょうか。 

審議委員 櫓の部分はずっと残されるわけですよね。古い材料はどれくらい遡れますか。 

事務局 古文書では櫓も新調しないといけないとされていて、古い材を使ったから問題となった

例もあるようです。最近は櫓をそのままつかっていますが、本来は新調するということ

です。 

審議委員 複雑ですね。 

事務局 現在あるものについては、そんなに古くないと思います。壊れない限り使うということ

です。荻原は、このあいだ宝くじの助成金で櫓ごと作り変えています。 

審議委員 仁科神明宮の考え方ですね。本来は更新していかなくてはいけないのに、色々な事情で

残ってきてしまっているという。 
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事務局 そうですね。 

審議委員 どう評価するのがよいのか。建築の分野からすると、古い材料を大切にしてくださいと

いう話ですが、このお祭りの趣旨とは合わないということですね。 

審議委員 お祭りの趣旨からいえば全部壊して新しくして神様を迎える、その年その年で作り変え

るので、本当は残っていかないはずです。でも、今はそんなこと言っていられないので、

前のものを使うのでしょう。 

事務局 昔の櫓を大事に別のところで保管している所は、何か所かあります。 

審議委員 材を新調したときに、それまで使っていたものはどういう扱いになるのですか。 

審議委員 変遷の一過程として記録には残すけれど、現状はどうかということが一番重要です。民

俗はだいたいが変化していくもの、基本的にそこが捉える部分なので、「現状を報告して

くだい、出来ればその前がどうだったかもわかれば報告してください」という形で、残

っていれば当然全記録するようになります。 

審議委員 無形とはいえ有形のものも含まれている。その有形のものをどう評価していくかも、検

討していったほうがいいと思っています。無形とはいえ、有形のものも一緒になって一

つのお祭りであるので。実際、古いものはいつ頃まで遡るのでしょうか、江戸まで遡る

ものがあればえらいことだと思います。 

審議委員 お祭りの場合は、古いものにこだわっていませんよね。 

会長 かつては山からナルを伐り出してきた等あったのですが・・・。 

審議委員 修理するときも、一つ一つ修理方針をたてて進めるのですよね。資料の一覧の中には里

山辺のお船と同じようなものも含まれているようなので、捉え方が難しいと思います。 

事務局 多分、今使っている櫓自体は、そんなに古いものはないと思います。古いものでも20年

はいかないと思います。 

審議委員 実態がわからないので、すみません。 

会長 実態をわかって、議論を進めていくとよいと思います。 

 

（4）平成29年度文化財保護事業報告について 

事務局 内容説明。 

 質問等なし。 

 

（5）その他 

 報告事項等なし。 

 

４ 報告（非公開） 

 

５ 閉会（文化課長） 


